
 

社会学研究科 

博士（後期）課程 



オフィスアワー 　　火曜4限（15：10～16：40）に研究室（9309）にて実施する。

授業計画 担当者

　1.サン＝シモン（産業主義）

　2.コント（社会再構築のプラン）

　3.カール・マルクス（唯物論）

　4.ウェーバー（観念史観）

　5.デュルケーム（社会学主義）

　6.ジンメル（社会化の形式）

　7.パレート（社会システム理論）

　8.パーソンズ(構造-機能主義）

　9.キング・マートン（機能分析）

　10.Ｇ.Ｈ・ミード（役割と自己）

　11.ブルーマ（象徴的相互作用）

　12.シュッツ（現象学的社会学）

　13.ガーフィンケル（会話分析）

　14.バウマン（液状化する社会）

　15.ブルデューとギデンズ

　16.定期試験（筆記試験）

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　講義の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、それに400字程度のコメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメン

トに反論することができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項

　かなり抽象的で難解な講義である。順番に梗概を作成し、発表してもらうので担当者はテキストを読み、レジュ

メを作成すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　　毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
　　小テスト（40％）試験（60％）によって評価する。課題や小論文は評価して返却するので必ず復習すること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　テーマ

　本年度の比較社会学特殊講義においては社会学理論に関する講義を行う。大学院であるので原典を参照しながら

講義する。この講義は社会学の歴史を学び、かつ理論家たちがどのような問題をどのような方法で解明しようとし

たかについて学ぶ。

　到達目標

　学生は社会学の基礎理論の概要を理解することができるようになる。また何が社会学の研究対象であり、それを

どのように分析するかがわかるようになる。

授業概要

　まず社会学という言葉を創ったオーギュスト・コント、その師であったサン＝シモンの産業主義からはじめ、共

産主義の始祖カール・マルクス、そして資本主義社会の到来を別の視点から分析した社会科学の巨人マックス・

ウェーバー、彼とならぶ社会学の巨人エミール・デュルケーム、ミクロ社会学の礎を築いたゲオルク・ジンメル。

マルクス・ウェーバーを継承してイデオロギー問題を知識社会学の分野として確立したカール・マンハイム、社会

学にシムテム分析を導入し、社会システム論の先駆けとなったヴィルフレード・パレートについて講義する。次に

ウェーバー・デュルケーム、パレートを再解釈し行為理論を完成し、やがて社会システム理論をを展開したしたタ

ルコット・パーソンズとロバート・マートン、パーソンズを批判し、ジンメルやハーバート・ミードを継承して象

徴的相互作用主義を確立したハーバート・ブルーマー、行為の主観的意味を巡ってパーソンズと論争した現象学的

社会学の始祖アルフレッド・シュッツ、会話分析の手法に基づくエスノメソドロジーという理論を構築したハロル

ド・ガーフィンケルについて講義する。最後に現代社会学理論の中心であるブルデュー・バウマン・ギデンズにつ

いて言及する。

　30 授業形態 　講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 火曜3限

必修・選択 　選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 比較社会学特殊研究Ⅰ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 　社会学の歴史 参・出版社名１ 　東京大学出版会

参・著者名１ 　奧井智之 参・ＩＳＢＮ１ 　978-4130520232

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 　　富永健一 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4061453793

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 　　現代の社会科学者 教・出版社名１ 　講談社学術文庫

　1.サン＝シモン（産業主義）

　2.コント（社会再構築のプラン）

　3.カール・マルクス（唯物論）

　4.ウェーバー（観念史観）

　5.デュルケーム（社会学主義）

　6.ジンメル（社会化の形式）

　7.パレート（社会システム理論）

　8.パーソンズ(構造-機能主義）

　9.キング・マートン（機能分析）

　10.Ｇ.Ｈ・ミード（役割と自己）

　11.ブルーマ（象徴的相互作用）

　12.シュッツ（現象学的社会学）

　13.ガーフィンケル（会話分析）

　14.バウマン（液状化する社会）

　15.ブルデューとギデンズ

　16.定期試験（筆記試験）

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂



教・著者名１ 　佐藤俊樹 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4623061242

教科書

教・書籍名１ 　社会学の方法 教・出版社名１ 　ミネルヴァ書房

オフィスアワー 　　火曜４限（15：10～16：40）に研究室（9309）にて実施する。

授業計画 担当者

　1.社会学の理論と方法

　2.カール・マルクス（史的唯物論）

　3.マルクス（絶対的貧窮化の理論）

　4.マックス・ウェーバー（観念史観・理解社会学）

　5.ウェーバー（行為理論・官僚制）

　6.ウェーバー（支配の三類型）

　7.エミール・デュルケーム（社会的事実）

　8.デュルケーム（社会の統合とアノミー）

　9.カール・マンハイム（知識社会学）

　10.タルコット・パーソンズ（社会的行為の構造）

　11.パーソンズ（社会システム理論）

　12.パ＾ソンズ（AGIL図式）

　13.R.K.マートン（中範囲の理論）

　14.H.ブルーマー（象徴的相互作用主義）

　15.N.ルーマン（社会システム理論）

　16.定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　講義の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、それに400字程度のコメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメン

トに反論することができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項 　　かなり抽象的な文献を読み、議論することになるので、十分予習すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
　　小テスト（40％）試験（60％）によって評価する。課題や小論文は採点して返却するので必ず復習すること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　　テーマ

　　すべての学問は問題から始まる。この講義では適切な問題を設定するために必要不可欠な社会学の理論的準拠

枠組みを学習する。

　　到達目標

　　これまで社会学理論の学習はマックス・ウェーバー、エミール・デュルケーム、カール・マルクスから始める

のが常であった。本講義ではこれらの古典的巨人にもふれるが、主にその後の展開、タルコット・パーソンズ/R.K.

マートン（機能主義）、H.ブルーマー（象徴的相互作用主義）、K.マンハイム（知識社会学）、N.ルーマン（社会

システム論）に焦点を定め教授する。この科目は中学公民と高校地歴の専修免許を取得するための必修科目であ

る。

授業概要

　　社会学は市民社会が成立してから始まった。社会が神の定めた因果律によって成り立っていると考えられてい

る間は、社会学は存在しない。主権者である市民が構成する市民社会があり、その市民社会が独立変数となって従

属変数である構成員の行動が決定されるというアイデアのもと社会学は成立する。この講義ではそれぞれの社会学

の巨人がどのような因果関係を想定し、その検証に従事したかを解明してゆく。

　30 授業形態 　講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 火曜3限

必修・選択 　選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 比較社会学特殊研究Ⅱ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 　社会的行為の構造 参・出版社名１ 　木鐸社

参・著者名１ 　タルコット・パーソンズ 参・ＩＳＢＮ１ 　絶版

教・著者名2 　筒井淳也 教・ＩＳＢＮ2 　978-40000269971

参考書

教・書籍名２ 　社会学 教・出版社名2 　岩波書店



教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 文献および資料は、随時示す。 教・出版社名１

オフィスアワー 水曜日５時限目（9304研究室）

授業計画 担当者

1.なぜ比較するのか

2.知の源泉としての比較

3.社会的法則の探究

4.比較研究者の羅針盤

5.作業概念

6.理論的枠組

7.機能的対応関係

8.分析範囲の国際化

9.国際比較の基本戦略

10.比較分析の領域区分

11.比較研究のケース・スタディ―

12.二元比較

13.類似した諸国の比較

14.対照的な諸国の比較

15.総合討論

16.定期試験

1.李　分一

2.李　分一

3.李　分一

4.李　分一

5.李　分一

6.李　分一

7.李　分一

8.李　分一

9.李　分一

10.李　分一

11.李　分一

12.李　分一

13.李　分一

14.李　分一

15.李　分一

16.李　分一

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間やオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
（１）講義後には、講義内容に関するミニレポートを提出しなければならない。

（２）単位認定試験を行うので、必ず受けることが必要である。

事前学習・事後学習とそ

の時間

（１）参加型講義であるために、受講者は事前課題を調べた上で参加すべきである。講義は、この課題をめぐって

討論形式で行う。

（２）受講生の予習（30時間）と復習（30時間）のために、トピック別の宿題とレポートを課す。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 定期試験（60％）と提出物（40％）によって評価する。提出物に対するフィードバックは授業中に行う。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

５．ジェンダー平等を実現しよう／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１０．人や国の不平等をなくそう／１

６．平和と公正をすべての人に／１７．パートナーシップで目標を達成しよう

到達目標

　この研究のテーマは、「比較研究」とする。

 比較研究は、ある社会現象の理解と説明の能力を高めるという点で「知の源泉（知識の客観化）」であり、様々な

社会現象についての本質的探究と共に、その現象の特殊（特徴）性と普遍（一般）性を理解する上で、最も重要な

方法である。

  到達目標は、様々な比較の手法と視点、そして方法などの能力を向上させることにある。この講義を受講すれば、

社会科学の本質と国際比較をも含む比較論の意味が理解できる。

授業概要

　この研究は、主に「国際比較」の方法論とその意義を行う。

国際比較とは、ニ国間または二国間以上の比較研究（類似した諸国・地域と対照的な諸国・地域の比較）と、ケー

ス・スタディー（事例研究）がある。具体的な方法論には、実証分析としての計量的分析と記述的分析（質的分

析）、そして規範論的な分析などがある。この研究では、如何に諸国を比較すれば良いのかを探って行きたい。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 月曜1限

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 比較社会学特殊研究Ⅲ （大学院授業） 担当者 李　分一

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

参考書



参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 文献および資料は、随時示す。 教・出版社名１

オフィスアワー 水曜日5時限目（9304研究室）

授業計画 担当者

１．日本と韓国社会の組織と個人

２．日本社会の組織と個人

３．韓国社会の組織と個人

４．日韓両社会の組織と個人の比較

５．日本と韓国の家・家族の特徴

６．日本の家と親族

７．韓国の家と親族

８．日本と韓国社会の村落と個人

９．日本の村落構造と個人

１０．韓国の村落構造と個人

１１．日本と韓国の地域と宗教文化

１２．日本の地域社会と宗教

１３．韓国の地域社会と宗教

１４．日本社会の変容

１５．韓国社会の変容

１６．定期試験

1.李　分一

2.李　分一

3.李　分一

4.李　分一

5.李　分一

6.李　分一

7.李　分一

8.李　分一

9.李　分一

10.李　分一

11.李　分一

12.李　分一

13.李　分一

14.李　分一

15.李　分一

16.李　分一

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間やオフィスアワーを利用してフィードパックを行う。

履修条件・注意事項
（１）講義後には、講義内容に関するミニレポートを提出しなければならない。

（２）単位認定試験を行うので、必ず受けることが必要である。

事前学習・事後学習とそ

の時間

（１）参加型講義であるために、受講者は事前課題を調べた上で参加すべきである。講義は、この課題をめぐって

討論式で行う。

（２）受講生の予習’（30時間）と復習（30時間）のために、トピック別の宿題とレポートを課す。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 定期試験（60％）、提出物（40％）によって評価する。提出物は、授業中にフィードバックを行う。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

５．ジェンダー平等を実現しよう／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１０．人や国の不平等をなくそう／１

６．平和と公正をすべての人に／１７．パートナーシップで目標を達成しよう

到達目標

　この講義のテーマは、「日本と韓国社会の比較」である。

　この講義の到達目標は、韓国と日本の政治、経済、社会を比較論に理解させるところにある。日韓関係の比較研

究は、地理的隣接、共通の文化的・社会的要因（儒教、仏教、漢字、強硬な親族・村落構造など）の存在と、それ

にもかかわらず存在する差異という点で、比較研究上、非常に重要である。

授業概要
まず、比較の方法と意義などを研究し、その後に日韓関係とその比較に必要な最新の資料およびテキストなどを購

読しながら議論し合う。講義参加者の関心事に対応しながら、講義ならびに討議を行うことにする。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 月曜1限

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 比較社会学特殊研究Ⅳ （大学院授業） 担当者 李　分一

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2



参・書籍名１ 『サービス経済の拡大と未来社会』 参・出版社名１ 桜井書店

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 火曜日 昼休みと４時限目(１２５８研究室)

授業計画 担当者

(1) オリエンテーション  (2) 産業革命とサービス産業  (3) 現代の社会経済システムとその変遷  (4) 工業経済と市

場経済の効率化とサービス化  (5) デジタル情報経済の登場と市場経済の拡大  (6) １％の利益追求と産業のデジタ

ル情報化  (７) デジタル情報化による社会経済システムの変化  (8) 国内経済と世界経済との二重経済  (9) 市場経

済と非市場経済との位置関係  (10) 内部化と外部化との市場経済  (11) 非市場経済の限界と「地球の危機」  (12)

第三次産業の解体と産業構造の変質  (13) 第四次産業としてのサービス業  (14) 生産の経済と消費の経済とサービ

ス  (15)「サービス業」と「サービス」との生活経済 (16) 小論試験のように、最後に単位認定の小論試験をす

る。

高橋

課題や試験のフィード

バック方法
｢小論試験｣やレジメなどは日時を指定して本人に返却する

履修条件・注意事項

受講する学生と相談の上、講義利用の文献を決定する。この文献の他、参考文献をとり上げてあるので、それらを

読んで整理しレポート(レジメ)を作成し講義内で報告し仲間と議論する。専門書や資料などの整理や内容の吟味を含

めて話し合うこと。また、受講する学生たちと相談の上、研究発表を兼ねるが、これを主体的にやること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

前もって講読する書籍や資料を、学生と相談の上で決定するので、質疑や応答が可能であるように、書籍や資料に

目を通しノートに整理しておくこと。また、新聞を読んだりテレビのニュースを聞いたりし、それをまとめておく

こと。講義の資料を参考に予習２時間と講義終了後には復習２時間をやること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合
講義への意見や態度に10点、読書レポート（レジュメ）、小論および報告に60点、および小試験に30点で、これを

総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／１０．人や国の不平等をなくそう／１１．住み続

けられるまちづくりを／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パートナーシップで目標を達成しよう

到達目標

テーマ：社会経済システムにおけるモノからサービスへの移行

到達目標：社会経済システムにとって欠かせない｢サービス｣を理解し、それを考えて今後の社会経済を構想できる

人になることを目標とする

最近、なぜか｢サービス｣を多く見聞きするようになった。｢サービス｣が現代の社会経済システムのトップに躍り出

てきた現象で、これからビジネス活動する人にとってその理解は必須である。それ故、現代の社会経済システムの

変遷を扱いながらその変遷の究明に学生と一緒につとめる。

授業概要

現代のように超スピードで生産ができる時代では、人が必要としている以上にたくさんの財を短時間で生産してし

まうので一般に財の値段は安くなる。これをわれわれは大歓迎してきた。財を生産し販売する会社から見れば財を

大量に売って利益を稼げばよいが、それが可能でなければ社員に給料さえ支払えない事態が発生する。ところが、

人間が他の人を世話したり、生活を助けてやったりするエッセンシャルワーカーの｢サービス｣はこれまで軽視され

てきたのか給与が非常に安かった。ただ最近はこのワーカーたちの給与も傾向的に高くなりつつある。これは現在

の社会経済が｢サービス｣へと移行してきた現象でもある。ここでは、この変遷や動向を産業構造という視点から新

たな社会経済システムとなってきたことを論じる。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域社会論特殊研究Ⅰ （大学院授業） 担当者 高橋　正已

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２  『なぜ近代は繁栄したのか ー繁栄の個人主義、停滞のコーポらディズムー』 参・出版社名2 みすず書房

参・著者名2 E.フェルブス 参・ＩＳＢＮ2
ISBN978－4－622－

07961－1

参・著者名１ 飯盛信男 参・ＩＳＢＮ１
ISBN978-4-905261-38-

4



教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 教・出版社名１

オフィスアワー 火曜日 昼休みと４時限目(１２５８研究室)

授業計画 担当者

〈1〉オリエンテーション  〈2〉産土の文化と社会経済  〈3〉東アジアの風水社会と文化  〈4〉道教の社会と文

化  〈5〉五行思想の文化社会  〈6〉易経の人間と社会経済  〈7〉東アジアの精神文化  〈8〉東アジアの文化と社

会経済  〈9〉儒教的人間と社会組織  〈10〉わが国の儒教と社会組織  〈11〉仏教の衆生と社会  〈12〉日本にお

ける仏教文化  〈13〉仏教における文化と社会  〈14〉｢身体｣と｢衆生｣の社会経済  〈15〉衆生救済の社会経済シ

ステム  〈16〉小論文試験のように、春期に講義を前提として学生と議論しながら話を進める。

高橋

課題や試験のフィード

バック方法
｢小論試験｣やレジメなどは日時を指定して本人に返却する

履修条件・注意事項

受講する学生と相談の上、講義利用の文献を決定する。この文献の他、参考文献をとり上げてあるので、それらを

読んで整理しレポート(レジメ)を作成し講義内で報告し仲間と議論する。専門書や資料などの整理や内容の吟味を含

めて話し合うこと。また、受講する学生たちと相談の上、研究発表を兼ねるが、これは研究倫理を厳守し主体的に

やること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

前もって講読する書籍や資料を、学生と相談の上で決定するので、質疑や応答が可能であるように、書籍や資料に

目を通しノートに整理しておくこと。また、新聞を読んだりテレビのニュースを聞いたりし、それをまとめておく

こと。講義の資料を参考に予習２時間と講義終了後には復習２時間をやること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション／その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合
講義への意見や態度に10点、読書レポート（レジュメ）、小論および報告に60点、および小試験に30点で、これを

総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１．貧困をなくそう／２．飢餓をゼロに／３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに／８．働

きがいも経済成長も／１１．住み続けられるまちづくりを／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パートナー

シップで目標を達成しよう

到達目標

テーマ：｢サービス価値｣を根底にした東アジアの社会経済システム

到達目標：現代のモノの生産中心の社会経済システムの限界を把握と、その超克には｢サービス価値｣による生活中

心の社会経済システムの形成への移行とが必要である。これは東アジアとってとりわけ不可欠なことの理解が目標

となる。

人間の生活に欠かせない新たな「サービス価値」を生み出すのは人間自身の活動である。ここでいう｢サービス価

値｣によって地域ごとに文化が形成され、そこで生活することで｢人は人として目ざすべき存在｣として成長できるこ

と、これが現代の東アジアでも必要であるとなる。

   また、この演習を受講生したが院生は専修免許を取得することが可能である。

授業概要

 ｢人が人として目ざすべきもの｣は、西欧キリスト教世界においては｢人格｣であった。ただ、これと同じ概念が東ア

ジアにも存在しただろうか。現在、大学の教壇で論じられているのは欧米の｢人格｣である。つまり東アジア地域で

は独自の文化的精神としての｢人格｣と等しい概念はない。これは今後由々しき問題へと発展する可能性がある。近

年の社会経済的な混迷、自然環境の悪化など、あらためて国や地域がもつ文化的精神の重要性を浮上させているい

るからだ。そこで、ここではそうした東アジアの伝統的な文化的精神と｢サービス価値｣とのつながりを学生と一緒

に議論しながら講義する。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域社会論特殊研究Ⅱ （大学院授業） 担当者 高橋　正已

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 『経済循環と「サービス経済」の理論』 参・出版社名2 八朔社

参・著者名2 寺田隆至 参・ＩＳＢＮ2
ISBN978-4-86014-071-

7

参・書籍名１ 『身体の宇宙性 ー東洋と西洋ー』 参・出版社名１
岩波書店

参・著者名１ 湯浅泰雄 参・ＩＳＢＮ１
ISBN４－00－002936ー

3



オフィスアワー Tuesday 12:45-13:30 (classroom).

授業計画 担当者

1. Reflections on research

2. How to improve　thesis work

3. Basic criteria of evaluation

4. Research methodology

5. Explaining and understanding

6. Hermeneutics

7. Mid-term discussion

8. Presentation of thesis work

9. Originality in your thesis work

10. References

11. Improving the thesis work

12. Presentation of individual work

13. Commenting on others work

14. Commenting on thesis work

15. Concluding discussion

16. Final test

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項

The instruction will be given in English.

この授業は英語で実施する。受講に際しては、必ず授業内容についての予習・復習に取り組み、疑問点は教員に確

認すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

受講生の予習（30時間）と復習（30時間）のために、授業内容に沿って課題を課す。

Preparation for class sessions  (30 hours) and following-up studies  (30 hours)  after class sessions  are

required. At each class session home assignments will be delivered to students.

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合

participation in class activities（30%）,

mid-term reports（35%）, and

final presentation (35%）.

*The instructor will explain the details on preparation of reports and presentation in class.

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 国際関係論の理論研究　International Relations 1

到達目標：博士課程レベルでの研究に必要な国際関係論の理論を修得する。

This course aims to enhance the understanding on the current development of theories and methodologies in

International Relations. 　It will be expected that these theoretical frameworks could be of help for the social

scientific studies at the doctoral level.

授業概要

This course aims to provide practical and academic advice for each student. By paying respect to the individual

research interest of each student, various approaches to global issues will be discussed in relation to the most

recent development of theoretical frameworks in studies of International  Relations.

受講生との双方向の討論を通じ、受講生の研究テーマに合致したテキストを選定し、その研究テーマが国際社会の

動向とどのように関連しているかを考察・分析する。

Based on the interactive discussions, the instructor shall prepare for the assignments (both readings and

writing assignments) so that the students' research will well be advanced. The research themes of the students

will be discussed and analysed in relation to developments of international  community.

30 授業形態 演習 exercises

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 火曜3限

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域社会論特殊研究Ⅲ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ International Relations 参・出版社名１ Polity

参・著者名１ Lawson, Stephanie (ed) 参・ＩＳＢＮ１ 978-1509508563

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ Dunne, Tim et al. (eds) 教・ＩＳＢＮ１ 978-0198707561

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ International Relations Theories: Discipline and Diversity 教・出版社名１
Oxford University Press

1. Reflections on research

2. How to improve　thesis work

3. Basic criteria of evaluation

4. Research methodology

5. Explaining and understanding

6. Hermeneutics

7. Mid-term discussion

8. Presentation of thesis work

9. Originality in your thesis work

10. References

11. Improving the thesis work

12. Presentation of individual work

13. Commenting on others work

14. Commenting on thesis work

15. Concluding discussion

16. Final test

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö



教科書

教・書籍名１

How to Write a Research Proposal and Thesis: A Manual for Students and

Researchers 教・出版社名１

Createspace

Independent Publishing

Platform

オフィスアワー 12:45-13:30 Tuesdays (in classroom)

授業計画 担当者

1. Reflections on research

2. How to improve　thesis work

3. Basic criteria of evaluation

4. Research methodology

5. Explaining and understanding

6. Hermeneutics

7. Mid-term discussion

8. Presentation of thesis work

9. Originality in your thesis work

10. References

11. Improving the thesis work

12. Presentation of individual work

13. Commenting on others work

14. Commenting on thesis work

15. Concluding discussion

16. Final test

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項
社会学研究演習1から4は必修である。十分な予習・準備をして授業に臨み、復習によって授業内容を的確に理解す

ること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習（30時間）と復習（30時間）をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況（20%）、2回の中間レポート（40％）、最終試験（プレゼンテーションおよびレポート 40%）に

よって評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 修士論文執筆のための調査研究

到達目標： 研究課題と論文執筆の基本技法の確認.

　この授業では, それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、在学中に修

士論文を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究演習1から社会学研究演習4に至るステッ

プが設定されている。

　第1年次においては、研究の出発点として基礎的な理論と方法を学び、自らの研究関心や問題意識と照合して、研

究課題を暫定的に作り上げる。その暫定的な研究課題に即して、関連文献・資料を収集・整理・分析して、研究課

題を次第に精緻化していく。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外部との研究交流をはかることがの

ぞましい。

授業概要

この授業におけるレポートの作成が受講生の論文執筆にとって有用なものであることを目指す。

研究課題の設定、研究目的の精査、研究方法の選択肢など、論文執筆にとって実用的かつ基礎的な事項を

確認しつつ、受講生各自のテーマでの論文執筆をサポートする。

この演習の受講生は専修免許を取得することが可能である

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 火曜3限

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 地域社会論特殊研究Ⅳ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ How to Write a Master's Thesis 参・出版社名１ Sage Inc.

参・著者名１ Bui, Yvonne N. 参・ＩＳＢＮ１ 978-1452203515

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ Hamid, Mohamed E. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1482675054

教・書籍名２ 教・出版社名2

教・書籍名１

How to Write a Research Proposal and Thesis: A Manual for Students and

Researchers 教・出版社名１

Createspace

Independent Publishing

Platform



オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

　1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

2.50年後の日本的経営

3.再設計の10年

4.社会の高齢化

5.ｹｰｽの研究

6.日本的経営

7.ｹｰｽの研究

8.空前の嵐に見舞われた企業財務

9.研究開発という必須の課題

10.企業統治

11.ｹｰｽの研究

12.対日直接投資はほんとうに少ないのか

13.変化する国際環境

14.変化する国際環境

15.総合復習

16.単位認定試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 プレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、単位認定試験(60%)によって総合的に評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「テーマは日本的経営の理解」である。到達目標は、単に、教科書をﾏｽﾀｰするのではなく、自分なりの問題意識を

持つとともにﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの基本的な分析枠組みを理解することである。また、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及び経営理論、思想の変遷を体

系的に理解するとともに、読解力の養成、文章のまとめる能力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、それに基づいて企業の具体的な事

例を分析できるようになることが目標である。

授業概要

本授業は、日本的経営に焦点をあて、考察するものである。1950年代、1960年代の日本の会社を研究し、その経営

上の特徴をまとめた人がｱﾍﾞｸﾚﾝである。日本的経営はｱﾍﾞｸﾚﾝの「日本の経営」において終身雇用、年功序列などが

日本企業の経営上の特徴として指摘されて以来、様々なｱﾌﾟﾛﾁから研究が行われてきた。

　欧米経済の不況の中、日本経済は世界経済の牽引車の役割を果たし、日本的経営を世界の多くの企業が手本と

し、海外の研究者にも評価されるようになった。日本企業が成功を収めた1980年代は、日本的経営の注目が集まっ

た時代てあった。でもその後、ﾊﾞﾌﾞﾙ経済の崩壊以降、これまでのような日本的経営はそのまま持ち続けることが難

しくなった。

　長引く不況の中で、多くの日本企業は業績不振に直面し、国際競争力を喪失した。世界に誇ってきた日本的経営

の成功体験が色あせ、多くの日本企業に変化が求められたのである。日本企業の経営に関する研究内容に新たな視

点からの分析が求められている。

　授業の概要は、50年後の日本的経営、再設計の10年、社会の高齢化、日本的経営、空前の嵐に見舞われた企業財

務、研究開発という必須の課題などである。この授業では、日本的経営・変化の基本的な論点を学ぶ。

　また、本講義では、教科書を輪読してもらい内容を理解する。受講者は、各章毎に担当者が要約・問題提起のﾚ

ｼﾞｭﾒを作成して報告する。その後、報告に基づいて受講者全員で討論する。授業ｽｹｼﾞｭｰﾙについては、第１回授業時

に説明する。ﾃｷｽﾄは変更可能である。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 産業社会論特殊研究Ⅰ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 講義時に参考書・資料などを適宜紹介・配布する。 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ ｾﾞｪﾑｽ・C・ｱﾍﾞｸﾚﾝ著 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 新・日本の経営 教・出版社名１ 日本経済新聞社

　1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

2.50年後の日本的経営

3.再設計の10年

4.社会の高齢化

5.ｹｰｽの研究

6.日本的経営

7.ｹｰｽの研究

8.空前の嵐に見舞われた企業財務

9.研究開発という必須の課題

10.企業統治

11.ｹｰｽの研究

12.対日直接投資はほんとうに少ないのか

13.変化する国際環境

14.変化する国際環境

15.総合復習

16.単位認定試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜



オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

2.50年後の日本的経営

3.再設計の10年

4.社会の高齢化

5.ｹｰｽの研究

6.日本的経営

7.ｹｰｽの研究

8.空前の嵐に見舞われた企業財務

9.研究開発という必須の課題

10.企業統治

11.ｹｰｽの研究

12.対日直接投資はほんとうに少ないのか

13.変化する国際環境

14.ｹｰｽの研究

15.総合復習

16.単位認定試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 プレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、単位認定試験(60%)によって総合的に評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「テーマは日本的経営の理解」である。到達目標は、単に、教科書をﾏｽﾀｰするのではなく、自分なりの問題意識を

持つとともにﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの基本的な分析枠組みを理解することである。また、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及び経営理論、思想の変遷を体

系的に理解するとともに、読解力の養成、文章のまとめる能力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、それに基づいて企業の具体的な事

例を分析できるようになることが目標である。

授業概要

本授業は、日本的経営に焦点をあて、考察するものである。1950年代、1960年代の日本の会社を研究し、その経営

上の特徴をまとめた人がｱﾍﾞｸﾚﾝである。日本的経営はｱﾍﾞｸﾚﾝの「日本の経営」において終身雇用、年功序列などが

日本企業の経営上の特徴として指摘されて以来、様々なｱﾌﾟﾛﾁから研究が行われてきた。

　欧米経済の不況の中、日本経済は世界経済の牽引車の役割を果たし、日本的経営を世界の多くの企業が手本と

し、海外の研究者にも評価されるようになった。日本企業が成功を収めた1980年代は、日本的経営の注目が集まっ

た時代てあった。でもその後、ﾊﾞﾌﾞﾙ経済の崩壊以降、これまでのような日本的経営はそのまま持ち続けることが難

しくなった。

　長引く不況の中で、多くの日本企業は業績不振に直面し、国際競争力を喪失した。世界に誇ってきた日本的経営

の成功体験が色あせ、多くの日本企業に変化が求められたのである。日本企業の経営に関する研究内容に新たな視

点からの分析が求められている。

　授業の概要は、50年後の日本的経営、再設計の10年、社会の高齢化、日本的経営、空前の嵐に見舞われた企業財

務、研究開発という必須の課題などである。この授業では、日本的経営・変化の基本的な論点を学ぶ。

　また、本講義では、教科書を輪読してもらい内容を理解する。受講者は、各章毎に担当者が要約・問題提起のﾚ

ｼﾞｭﾒを作成して報告する。その後、報告に基づいて受講者全員で討論する。授業ｽｹｼﾞｭｰﾙについては、第１回授業時

に説明する。ﾃｷｽﾄは変更可能である。

30 授業形態 講義

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 産業社会論特殊研究Ⅱ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 講義時に参考書・資料などを適宜紹介・配布する。 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ ｾﾞｪﾑｽ・C・ｱﾍﾞｸﾚﾝ著 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 新・日本の経営 教・出版社名１ 日本経済新聞社

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

2.50年後の日本的経営

3.再設計の10年

4.社会の高齢化

5.ｹｰｽの研究

6.日本的経営

7.ｹｰｽの研究

8.空前の嵐に見舞われた企業財務

9.研究開発という必須の課題

10.企業統治

11.ｹｰｽの研究

12.対日直接投資はほんとうに少ないのか

13.変化する国際環境

14.ｹｰｽの研究

15.総合復習

16.単位認定試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 適宜指示する 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 使用しない（プリントを配布する） 教・出版社名１

オフィスアワー 9号館4階の個人研究室（9410研究室）において、木曜日3限目をオフィスアワーの時間とする。

授業計画 担当者

第１回　　オリエンテーション

第２回　　現代社会と労働環境

第３回　　労働環境と仕事効率

第４回　　労働と環境：労働と道具

第５回　　労働と環境：労働と衣服

第６回　　労働と環境：高齢化

第７回　　労働と環境：暑熱環境

第８回　　労働と環境：寒冷環境

第９回　　労働と環境：空気汚染

第１０回　労働と環境：夜間勤務

第１１回　ジェットラグと環境適応

第１２回　概日リズムと環境適応

第１３回　週休と生活リズム

第１４回　職業病

第１５回　労働環境支援システム

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

課題や試験のフィード

バック方法

評価のために実施した課題は、講義内でフィードバックすることから、コメントに対して検討し、自分の考えをま

とめること。

履修条件・注意事項
すべてにおいて、主体的な姿勢で臨むこと。分からないことについては積極的に質問するよう取り組むこと。教員

はそれを最大限にサポートする。提出物の期限は厳守すること。

事前学習・事後学習とそ

の時間

本講義は予習復習が2時間程度必要である。予習として、各授業計画に記載されている部分について資料を読み、 理

解できない点をまとめて授業を受けること。復習として、毎回課題を出すので、次回の授業時に発表すること。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 講義中の課題レポート（70%）、討議への参加（30%）から総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに

到達目標

本講義のテーマは「労働と環境」である。労働条件や環境の違いが仕事効率や安全面に及ぼす影響を提示すること

により、労働環境の重要性を理解することができる。　労働者の環境のあり方について、様々な視点から考え、

労働環境をより良くするための幅広い視野、考え方を身につけることを到達目標とする。

授業概要
労働環境が産業効率化に及ぼす影響は計り知れない．様々な労働環境の現状を把握し、労働環境をより良くするた

めの知識や改善方法について学ぶ。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 産業社会論特殊研究Ⅲ （大学院授業） 担当者 山口　英峰

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 適宜指示する 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１ 使用しない（プリントを配布する） 教・出版社名１

オフィスアワー 9号館4階の個人研究室（9410研究室）において、木曜日3限目をオフィスアワーの時間とする。

授業計画 担当者

第１回　　オリエンテーション

第２回　　健康のとらえ方

第３回　　労働者の健康観

第４回　　労働と疾病

第５回　　労働者の疾病について

第６回　　労働と健康：身体的疲労

第７回　　労働と健康：精神的疲労

第８回　　労働と健康：ストレス

第９回　　労働と健康：休養(睡眠)

第１０回　労働と健康：運動不足

第１１回　労働と健康：食事

第１２回　労働と健康：生活リズム

第１３回　夜勤労働と概日リズム

第１４回　労働者の体力，健康づくり

第１５回　労働者健康支援システム

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

山口英峰

課題や試験のフィード

バック方法

評価のために実施した課題は、講義内でフィードバックすることから、コメントに対して検討し、自分の考えをま

とめること。

履修条件・注意事項 主体的な取り組みが必須である。教員はそれを最大限にサポートする。

事前学習・事後学習とそ

の時間

本講義は予習復習が各2時間程度必要である。予習として、各授業計画に記載されている部分について資料を読み、

理解できない点をまとめて授業を受けること。復習として、毎回課題を出すので、次回の授業時に発表すること。

アクティブラーニングの

内容
その他のアクティブラーニング（複合的なもの等）

評価方法と割合 講義中のレポート（70%）、討議への参加（30%）から総合的に評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

３．すべての人に健康と福祉を／４．質の高い教育をみんなに

到達目標

本講義のテーマは「労働と健康」である。労働と健康との関係性ついて理解し、労働者における理想的な健康のあ

り方について様々な視点から考える。労働環境の改善が身体的および精神的な健康をもたらすことを理解すること

ができる。労働者がより良く健康に働けるための環境づくりに対する幅広い視野をもち、改善方法を身につけるこ

とを到達目標とする。

授業概要

労働環境が産業効率化に及ぼす影響は計り知れない。その前提として労働者の健康が確保されていることは必須で

ある。労働環境の悪化は労働者の健康を損なう。労働者の健康の現状を把握し、労働者の健康の保持増進の方法に

ついて学ぶ。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 産業社会論特殊研究Ⅳ （大学院授業） 担当者 山口　英峰

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



教科書

教・書籍名１ 　Ａ　Theory of　Social Interaction. 教・出版社名１ 　Stanford University

Press.

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）に、研究室（9309）にて実施する。

授業計画 担当者

　1.オリエンテーション：：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

　2.  Social Interaction and Micro Dynamics

　3. Early Models of Motivation.

　4. Contemporary Model .

　5. Synthetic Model of Motivation.

　6. Mead model of Interaction.

　7. Schultz's Models of Interaction.

　8. Models of Interaction.

　9. Synthetic Models of Interaction.

　10. Interpersonal Structure.

　11. Models of Interpersonal Structure.

　12. Models of Structuring.

　13. Interaction of Micro Dynamics.

　14. Speculation.

　15. Terminal Examination.

　16. 定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　演習の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、コメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメントに反論すること

ができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項 　社会理論・理論社会学・社会学史・社会思想史などの知識がないと履修は難しい。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　指定されたテキストは必ず読んでくること。毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート

評価方法と割合
　小テスト（40％）試験（60％）によって評価する。課題や小論文はすべて採点して返却するので復習すること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１１．住み続けられるまちづくりを／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ

　新しい社会学の概念図式

　社会学には物理学のようなミクロからマクロまで説明できる一般理論が存在しない。かつてタルコット・パーソ

ンズが行為理論でもって社会学の一般理論を構築しようとしたが、一時的な大論争を引き起こしたものの、20世紀

後半には終息してしまった。Ｊ.Ｈ.ターナーが行為では相互行為を基本とする一般理論を構築しようとしたが、その

後継承者は現れなかった。トマス・ファラロが数学的発想を持って社会学の分析的一般理論を構築しようとしたが

呈示にはいたっていない。研究演習１では「社会学の一般分析的理論」の構築可能性を考える。

　到達目標

　数理社会学者の発想に依拠ししつつ「社会学の一般分析的理論」の構造を理解する。次に相互行為理論・社会情

報学理論に依拠して社会学の「準拠枠組みまたは概念図式」の構築を試みる。これにより学生は社会学の理論構造

が理解できるようになる。

授業概要
　J.H.ターナーのA Theory of Social Interactionをテキストにして、相互行為を最小の構造的単位とする分析的理論

を考える。同時に社会学の理論的フレームを再考し、社会学の理論とは何かついて考える。

　30 授業形態 　演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 　必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅰ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 　J.H.Turner. 教・ＩＳＢＮ１ 　978-08047-14797

教・書籍名２ 教・出版社名2

　Stanford University

Press.



教科書

教・書籍名１ 研究ﾃｰﾏに応じて、講義時に参考書・資料などを予習ができるように適宜紹介・配布

する。

教・出版社名１

オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

3.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

4.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

5.資料の収集とまとめ方の指導

6.資料の収集とまとめ方の指導

7.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

8.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

9.文献の発表と討論

10.文献の発表と討論

11.文献の発表と討論

12.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

13.文献の発表と討論

14.文献の発表と討論

15.総合学習

16 単位認定試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合
ププレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、試験(40%)・研究の進捗度(20%)によって総合的に評

価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「論文の書き方の理解」がテーマである。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行

うために必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力などの養成を目標にする。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第1年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料を可能な限り収集・分析し、研究課題の焦

点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸなどを試みる。専門分野における資料の探し方、文献・資料

の読み方、研究のﾃﾞｻﾞｲﾝ、研究目的に合わせたﾃﾞｰﾀ解析の方法などについて、具体的に指導する。研究課題の焦点

が絞られていく過程において、場合によっては、研究方向をやや転換させる必要が生まれるかもしれない。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅰ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2



教科書

教・書籍名１ From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less

教・出版社名１ Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:30 Tuesdays (in classroom)

授業計画 担当者

1. 序：授業の概要説明・研究倫理教育

2. 研究課題についての討論

3. 研究課題と研究目的の確認

4. 研究方法：テクスト分析

5. 研究方法：質的研究法

6. 研究方法 ：多様な研究手法

7. 研究方法：選択肢と選択方法

8. 研究方法についてのまとめ

9. 研究方法についての口頭発表

10. 研究方法についてのレジュメ作成

11. 方法学とは何か

12. 方法論とは何か

13. 研究方法

14. 論文：問題の所在と研究課題

15. 論文：研究目的の書き方

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況（20%), 2回の中間レポート（40％）、最終試験（プレゼンテーションおよびレポート  40％）に

よって評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文執筆のための調査研究

到達目標： 研究課題と論文執筆の基本技法の確認.

　この授業では, それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在

学中に博士論文を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研究指導6に至

るステップが設定されている。

　第1年次においては、研究とは何か改めて確認して、基礎的な理論と方法を学びなおし、自らの研究関心や問題意

識と照合して、研究課題を暫定的に作り上げる。その暫定的な研究課題に即して、関連文献・資料を収集・整理・

分析して、研究課題を次第に精緻化していく。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外部との研究交流

をはかることにも努力する。研究の成果は、年度内に作業論文としてまとめ、1月下旬に予定されている大学院社会

学研究科博士課程発表会において報告して批判をうける。その上で、査読付きの学術雑誌（専門学会誌など）に投

稿することを期待する。

授業概要

この授業におけるレポートの作成が受講生の論文執筆にとって有用なものであることを目指す。

研究課題の設定、研究目的の精査、研究方法の選択肢など、論文執筆にとって実用的かつ基礎的な事項を

確認しつつ、受講生各自のテーマでの論文執筆をサポートする。

30 授業形態 演習 exercises

年次 1年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅰ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１ 978-099645604

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教・書籍名２ 教・出版社名2



教・著者名１ 　 Thomas Fararro 教・ＩＳＢＮ１ 　978ー 027597362x

教科書

教・書籍名１ 　Social Action Systems. 教・出版社名１ 　Praeger Publishing

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）に研究室（9039）にて実施する。

授業計画 担当者

　1..オリエンテーション：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

　2.マクロ理論戦略

　3. 初期の動機理論

　4. 現代の動機理論

　5.相互行為過程

　6.構造化過程

　7.理論的総合

　8.行為システム

　9.社会的相互行為システム

　10.社会情学

　11.情報-エネルギー図式

　12.社会システムの数理モデル

　13.社会学における理論とは

　14.規範科学としての社会学

　15.まとめ

　16.定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　演習の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、コメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメントに反論すること

ができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項 　社会理論、社会思想史、哲学などの基礎的知識があること。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
　小テスト（40％）試験（60％）によって評価する。小テストや小論文は採点して返却するので必ず復習するこ

と。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ：新しい社会学の概念図式

　社会学には物理学のようなミクロからマクロまで説明できる一般理論が存在しない。かつてタルコット・パーソ

ンズが行為理論でもって社会学の一般理論を構築しようとしたが20世紀後半に失速した。その後、理論社会学は混

乱を極めた。トマス・ファラロらが数学的発想を持って社会学の分析的一般理論を構築しようとしたが、いまだそ

れが社会学理論の主流とは認められていない。この授業では「社会学の一般分析的理論」の可能性を考える。

　到達目標：数理社会学者の発想に依拠ししつつ「社会学の一般分析的理論」のロジックを理解する。次に数理社

会学・社会情報学に依拠した「準拠枠組みまたは概念図式」の構築を試みる。学生は一般理論・概念図式に依拠す

る思考法を習得することができる。

授業概要

　Thomas FerraroのSocial Action Systemsを購読し、ミクロ社会理論とマクロ社会理論の統合について考える。

今、社会学に理論が存在するかどうかが論じられている。自然科学的理論は存在しないとしても、認識の準拠枠組

みは学問として不可欠である。新たなフレームを呈示する。

　30 授業形態 　演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択   必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅱ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 教・出版社名2



教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教科書

教・書籍名１ 研究ﾃｰﾏに応じて、予習ができるように講義時に参考書・資料などを適宜紹介・配布

する。

教・出版社名１

オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

3.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

4.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

5.資料の収集とまとめ方の指導

6.資料の収集とまとめ方の指導

7.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

8.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

9.文献の発表と討論

10.文献の発表と討論

11.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

12.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

13.文献の発表と討論

14.文献の発表と討論

15.文献の発表と討論

16.単位認定験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合
プレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、試験(40%)、研究の進捗度(20%)によって総合的に評

価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「論文の書き方の理解」がテーマである。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行

うために必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力などの養成を目標にする。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第1年次においては、研究とは何かを改めて考えて、基礎的な理論と方法を学び直し、自らの関心や問題意識と照

合して、研究課題を暫定的に作り上げる。その暫定的な研究課題に即して、関連文献・資料を収集・分析し、研究

課題を次第に精緻化していく。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、研究の交流をはかることにも努力

する。

　研究の成果は大学院社会学研究科博士課程発表会において報告して批判を受ける。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅱ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 教・出版社名2



教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１
From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less
教・出版社名１

Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:00 Tuesdays (classroom)

授業計画 担当者

1. 概要説明・研究倫理教育

2. 研究計画について

3. 研究計画の書き方

4. 研究計画の骨子

5. 研究計画の作成

6. 研究計画案への助言

7. 研究計画の口頭発表

8. 研究計画についての討論

9. 研究計画と全体の構成

10. 研究デザインと実際

11. 研究計画の推敲

12. 研究計画の完成

13.研究計画の口頭説明

14. プレゼンテーション

15. 全体総括

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況（20％）、中間レポート（40%),  最終試験（40%)によって評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１４．海の豊かさを守ろう／１５．陸の豊かさも守ろう／１６．平和と公正を

すべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文のための研究計画

到達目標： 研究計画の完成.

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研究指導6に至る ステップが設

定されている。 第1年次においては、研究とは何か改めて確認して、基礎的な理論と方法を学びなおし、自らの研究

関心や問 題意識と照合して、研究課題を暫定的に作り上げる。その暫定的な研究課題に即して、関連文献・資料を

収 集・整理・分析して、研究課題を次第に精緻化していく。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外 部

との研究交流をはかることにも努力する。 研究の成果は、年度内に作業論文としてまとめ、1月下旬に予定されてい

る大学院社会学研究科博士課程発 表会において報告して、批判をうける。その上で、レフリー審査制の学術雑誌

（専門学会誌など）に投稿するこ とを期待する。

授業概要 研究計画のデザインと作成に取り組む。

30 授業形態 演習

年次 1年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅱ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士1年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１ 978-099645604

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書



参・書籍名１ 　シラバス論 参・出版社名１ 　晶文社

参・著者名１ 　芦田宏直 参・ＩＳＢＮ１ 　978-4794971623

教・著者名2 　金子元久 教・ＩＳＢＮ2 　978-4480063847

参考書

教・著者名１ 　本田由紀（編著） 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4779513107

教・書籍名２ 　大学の教育力 教・出版社名2 　ちくま新書

教科書

教・書籍名１ 　文系大学教育は仕事の役に立つのか 教・出版社名１ 　ナカニシヤ

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）に、研究室（9039）にて実施する。

授業計画 担当者

　1.オリエンテーション：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

　2.テキスト購読・批評

　3.テキスト購読・批評

　4.論文執筆部分の発表と批評

　5.テキスト購読・批評

　6.テキスト購読・批評

　7.論文執筆部分の発表と批評

　8.テキスト購読・批評

　9.テキスト購読・批評

　10.論文執筆部分の発表と批評

　11.テキスト購読・批評

　12.テキスト購読・批評

　13.論文執筆部分の発表と批評

　14.テキスト購読・批評

　15..まとめ

　16.定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　演習の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、コメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメントに反論すること

ができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項 　与えられた文献は必ず読んで内容を整理しておくこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合 　小テスト（40％）試験（60％）にて評価する。課題や小論文は採点して返却するので、よく復習すること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　テーマ：現代日本の教養教育

　急速なAIの進化によって未来社会の予想が困難になりつつある。既存のテクニカルな知識は陳腐化し、時代遅れ

になる。AIに対抗できるのは芸術、美食、哲学、宗教といった「非合理的」な分野だけになるだろう。かつて哲学

をはじめとする教養教育は「一般教養」として軽視されてきたが、再び存在感を増している。教養教育はいかなる

形で役立つか。同時に「文科系科目」はいかなる意味で役に立つのかを明らかにする。

　到達目標：教養教育または文科系科目の存在意義を１本の論文にまとめ研究雑誌に投稿する。

授業概要

　教養教育・文系科目を学ぶ意義に関する論文・書籍を読み、①教養教育・人文系/社会科学系の学問の成り立ちを

整理する。②それらの学問を学ぶことが、仕事と人生にどう役立つのかに関する考察を行う。③現代日本における

教養教育の現状を把握する。④教養教育の問題点と改革すべき問題を検討する。

　30 授業形態 　演習

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 　必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅲ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 　General Education  Essentials 参・出版社名2 　Wiley

参・著者名2 　Paul Hanstedt 参・ＩＳＢＮ2 　 978-118321850



オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

3.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

4.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

5.資料の収集とまとめ方の指導

6.資料の収集とまとめ方の指導

7.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

8.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

9.文献の発表と討論

10.文献の発表と討論

11.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

と報告

12.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

と報告

13.文献の発表と討論

14.文献の発表と討論

15.総合学習

16.単位認定試験

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合
ププレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、試験(40%)、研究の進捗度(20%)によって総合的に評

価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「論文の書き方の理解」がテーマである。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行

うために必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力などの養成を目標にする。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第2年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料を可能な限り収集・分析し、研究課題の焦

点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸなどを試みる。専門分野における資料の探し方、文献・資料

の読み方、研究のﾃﾞｻﾞｲﾝ、研究目的に合わせたﾃﾞｰﾀ解析の方法などについて、具体的に指導する。研究課題の焦点

が絞られていく過程において、場合によっては、研究方向をやや転換させる必要が生まれるかもしれない。研究指

導には積極的に参加して、研究の質をはかることにも引き続いて努力する。

　研究の成果は年度内に作業論文としてまとめることを目標にする。博士課程在学中に、少なくとも論文1編が採択

されることを期待する。

30 授業形態 演習

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅲ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

教科書

教・書籍名１
研究ﾃｰﾏに応じて、講義時に参考書・資料などを予習ができるように適宜紹介・配布

する。
教・出版社名１

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

3.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

4.各自の選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

5.資料の収集とまとめ方の指導

6.資料の収集とまとめ方の指導

7.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

8.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

9.文献の発表と討論

10.文献の発表と討論

11.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

と報告

12.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介

と報告

13.文献の発表と討論

14.文献の発表と討論

15.総合学習

16.単位認定試験



教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教科書

教・書籍名１ From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less

教・出版社名１ Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:30 Tuesdays (in classroom)

授業計画 担当者

1. 授業の概要説明・研究倫理教育

2. 先行研究の意味

3. 先行研究の検索

4. 先行研究の読解

5. 先行研究への批判的視座

6. 先行研究についての論考

7. 中間まとめ

8. 研究情報の収集

9. 研究情報の検索

10. 研究情報の読解・要約

11. 研究情報のファイリング

12. 資料の解釈

13. 資料の比較検討

14. 資料に基く考察

15. 考察から論述へ

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況・積極性（20％）、2回の中間レポート(40％）、最終試験 （プレゼンテーションおよびレポート

 40％）によって評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文執筆のための研究手法

到達目標： それぞれのテーマで研究を発展させ、研究者として自立できる能力を修得する。

　博士課程在学中に博士論文を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研

究指導6に至る ステップが設定されている。 第2年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料

を可能な限り収集・分析して、研究課 題の焦点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やフィールドワークなどを

試みる。専門分野における資料の探 し方、文献・資料の読み方、社会調査の企画とデザイン、研究目的に合わせた

データ解析の方法などについ て、具体的に指導をうける。研究課題が絞られていく過程において、場合によって

は、研究方向をやや転換させ る必要が生まれるかもしれない。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外

部との研究交流をはか ることにも引き続いて努力する。 研究の成果は、年度内に作業論文としてまとめ、1月下旬

に予定されている大学院社会学研究科博士課程発 表会において報告して、批判をうける。その上で、レフェリー査

読付きの学術雑誌（専門学会誌など）に投稿す ることを期待する。博士課程在学中に、少なくとも論文1篇が採択・

掲載されることを期待する。

授業概要 1年次で完成させた研究計画をもとに、先行研究の批判的読解を深める。

30 授業形態 演習 exercises

年次 2年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅲ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１ 978-099645604

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 教・出版社名2



教・著者名１ 　E.M.フィリップス 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4815809232

教・書籍名２ 　社会科学のリサーチデザイン 教・出版社名2 　勁草書房

教科書

教・書籍名１ 　博士号のとり方 教・出版社名１ 　名古屋大学出版会

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）に、研究室（9309）にて実施。

授業計画 担当者

1..オリエンテーション：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

2.研究方法の妥当性について

3.何がどこまで明らかに？

4..先行研究チェック

5.命題の適切性

6..データの適切性

7.検証の適切性

8.ミクロな整合性のチェック

9.マクロ整合性のチェック

10.第1回目プレゼンテーション

11.個別的修正

12.査読（1）

13.査読（2）

14.プレゼンテーション

15.論文投稿のチェック

16.定期試験（筆記試験）

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　演習の単元が終了するごとに論述式の小テストを行う。学生は解答を教員のメールボックスに提出する。教員は

採点し、コメント書いて学生に返送する。コメントに納得がいかない場合、学生は教員のコメントに反論すること

ができる。教員はそれに対してもコメント書き返送する。

履修条件・注意事項 　社会学の基礎理論だけでなく社会思想、政治哲学などの知識も持っておくこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　毎学期中、論文の執筆には4時間以上を要する。実際には毎日４時間以上だろう。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合
　試験（50％）と執筆論文（50％）によって評価する。評価については公表し、なぜそのような評価になったのか

説明するので納得がいかない場合は申し出ること。説明と話し合いに応じる。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　テーマ：博士論文の執筆

　博士課程の最終学年であるから、当然のことながら博士論文の執筆を指導のテーマとする。自然科学では仮説・

実験・結果・考察というパターンがあるが、人文社会系では実験が不可能であるため、質的・量的調査と文献の購

読が重要な研究方法となる。これまでの研究の蓄積の上に博士論文を完成させる。

　

　到達目標：博士論文の草稿完成

　博士論文の全体像が明らかになるまで執筆指導を行う。論文の客観的評価のために学会発表ができるところまで

進めたいが、学会発表は執筆後でもよい。秋学期では論文完成のための補足調査、推敲が中心になるので、今学期

までに全体の草稿を完成させたい。

授業概要
　博士課程の学生が、これまでの研究によって積み上げてきた研究実績に基づき、博士論文の草稿を執筆する。こ

れについてその目的、意義、方法、データ、先行研究、論述、説得力、結果などについて詳細に指導する。

　30 授業形態 　演習

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 　必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅳ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 　Ｇ.キング・他 教・ＩＳＢＮ2 　978-4326301508

参考書



教科書

教・書籍名１ 研究ﾃｰﾏに応じて、予習ができるように講義時に参考書・資料などを適宜紹介・配布

する。

教・出版社名１

オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.各自選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

3.各自選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告

4.各自選んだ研究ﾃｰﾏに合わせた研究文献の報告報

5.資料の収集とまとめ方の指導

6.資料の収集とまとめ方の指導の

7.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

8.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

9.文献の発表と討論

10.文献の発表と討論

11.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

12.研究ﾃｰﾏに合わせた文献の紹介と報告

13.文献の発表と討論

14.文献の発表と討論

15.文献の発表と討論

16.全体のまとめと試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 プレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、研究の進捗度(60%)によって総合的に評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「論文の書き方の理解」がテーマである。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行

うために必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力などの養成を目標にする。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第2年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料を可能な限り収集・分析し、研究課題の焦

点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸなどを試みる。専門分野における資料の探し方、文献・資料

の読み方、研究のﾃﾞｻﾞｲﾝ、研究目的に合わせたﾃﾞｰﾀ解析の方法などについて、具体的に指導する。研究課題の焦点

が絞られていく過程において、場合によっては、研究方向をやや転換させる必要が生まれるかもしれない。専門分

野の学会や研究会にも積極的に参加して、研究の交流をはかることにも引き続いて努力する。

30 授業形態 演習

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅳ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2



教科書

教・書籍名１ From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less

教・出版社名１ Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:00 Tuesdays (classroom).

授業計画 担当者

1. 概要説明・研究倫理教育

2. 研究計画について

3. 研究計画の書き方

4. 研究計画の骨子

5. 研究計画の作成

6. 研究計画案への助言

7. 中間発表（中間レポート）

8. 研究計画についての討論

9. 研究計画と全体の構成

10. 研究デザインと実際

11. 研究計画の推敲：課題の明確化

12. 研究計画の完成

13.研究計画の口頭説明

14. 研究プレゼンテーション準備

15. 全体総括

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況(20%), 中間レポート（40%), 最終試験（プレゼンテーションおよびレポート40%)によって評価す

る。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文の執筆

到達目標： 博士論文の執筆のための手法や文献レビューの技能を修得する。

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博

士論文を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研究指導6に至る ステッ

プが設定されている。 第2年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料を可能な限り収集・分

析して、研究課 題の焦点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やフィールドワークなどを試みる。専門分野にお

ける資料の探 し方、文献・資料の読み方、社会調査の企画とデザイン、研究目的に合わせたデータ解析の方法など

につい て、具体的に指導をうける。研究課題が絞られていく過程において、場合によっては、研究方向をやや転換

させ る必要が生まれるかもしれない。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外部との研究交流をはか る

ことにも引き続いて努力する。 研究の成果は、年度内に作業論文としてまとめ、1月下旬に予定されている大学院社

会学研究科博士課程発 表会において報告して、批判をうける。その上で、レフリー審査制をとる学術雑誌（専門学

会誌など）に投稿す ることを期待する。博士課程在学中に、少なくとも論文1篇が採択・掲載されることを期待す

る。

授業概要 研究文献の精読、批判的読解の演習を中心とする。

30 授業形態 演習

年次 2年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅳ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士2年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教・書籍名２ 教・出版社名2



参・書籍名１ 　これから論文を書く若者のために 参・出版社名１ 　共立出版

参・著者名１ 　酒井　聡樹 参・ＩＳＢＮ１ 　974-4320005716

教・著者名2 　樋口　耕一 教・ＩＳＢＮ2 　978-4779508035

参考書

教・著者名１ 　佐藤郁也 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4788510951

教・書籍名２ 　社会調査のためのテキスト計量分析 教・出版社名2 　ナカニシヤ出版

教科書

教・書籍名１ 　 質的データ分析法 教・出版社名１ 　新曜社

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）で、研究室（9309）にて実施する。

授業計画 担当者

　1..オリエンテーション：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

　2.研究計画・進捗状況確認

　3..先行研究のレビュー（１）

　4..先行研究のレヴュー（２）

　5..執筆部分に関する批判的検討

　6..執筆部分に関する批判的検討

　7.中間発表（プレゼン）

　8.論文の批判的検討（方法）

　9.論文の批判的検討（データ）

　10.論文の批判的研究（論理）

　11.論文の批判的検討（整合性）

　12.論文の批判的検討（結論）

　13.形式についてのチェック

　14.プレゼンテーション

　15.まとめ

　16.定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　課題や試験はメールで教員に提出する。教員は添削・コメントを加え学生に返送する。学生は教員の指示に従い

修正するか反論する。それに対して教員はコメントを書き返送する。

履修条件・注意事項
　社会調査に関する知識が必須である。統計学の知識があることが望ましい。

　学術論文をすでに1～２本書いていることが望ましい。

事前学習・事後学習とそ

の時間
　毎学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合 　試験（100％）によって評価する。課題や小論文は採点して返却するのでよる復習すること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　テーマ

　社会問題に関する実証的研究：さまざまな社会問題を実証的研究によって明らかにする。当該フィールドについ

て質的・量的調査を行う。具体的方法はフィールドワーク・統計調査法を用いる。

　到達目標

　具体的テーマは博士後期課程の学生の研究テーマとする。年度末に学術論文執筆（１点）と学会での報告を目指

す。

授業概要
　学術論文の執筆を目指す。具体的には毎週、学生が論文の部分を執筆し、それを教員とともに批判的に検討す

る。内容に納得できない場合は次回までに書き直しを要請する。

　30 授業形態 　演習

年次 3年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 　必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅴ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2



教科書

教・書籍名１ 研究ﾃｰﾏに応じて、講義時に参考書・資料などを予習ができるように適宜紹介・配布

する。

教・出版社名１

オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.論文の発表と討論(各人)

3.論文の発表と討論(各人)

4.論文の発表と修正(各人)

5.論文の発表と修正(各人)

6.論文の発表と修正(各人)

7.論文執筆の修正(各人)

8.論文執筆の修正(各人)

9.論文の発表と内容の修正

10.論文の発表と内容の修正

11.論文の発表と内容の修正

12.論文の発表と内容の修正

13.論文の確認と編集(各人)

14.論文の確認と編集(各人)

15.総合学習

16.単位認定試験

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合
ププレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、試験(40%)、研究の進捗度(20%)によって総合的に評

価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「テーマは論文の完成」である。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行うために

必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ能力などの養成を目標にする。「論文の書き方の理解」がテーマである。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第3年次においては、ひたすら、博士論文の完成をめざす。それまでの作業論文、投稿論文、調査集計結果などを

基礎として、指導教授および副指導教授の個人指導のもとに進められる。「博士学位論文作成要領」は、『大学院

要覧』に掲載されている。現実の研究過程は、社会学研究法に書かれているようなﾏﾆｭｱﾙ通りに進められとは限ら

ず、この段階においても、研究の各ｽﾃｯﾌﾟの往復を繰り返すことも希ではない。

　過程博士論文の締め切りは、例年1月中旬に設定されており、その時期までに提出できれば、2月中旬に予定され

ている大学院社会学研究科博士論文審査会において報告して批判とともに審査をうける。審査委員会(3名)による審

査を経て、3月には博士課程修了となる。

30 授業形態 演習

年次 3年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅴ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2

研究ﾃｰﾏに応じて、講義時に参考書・資料などを予習ができるように適宜紹介・配布

する。



教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教科書

教・書籍名１ From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less

教・出版社名１ Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:30 Tuesdays (in classroom)

授業計画 担当者

1. 授業の概要説明・研究倫理教育

2. 章立てと構成の確認

3. 論文の構成

4. 論文の章立て

5. 論文執筆状況の発表報告

6. 中間まとめ

7. 結論の書き方に関する助言

8. 結論の執筆状況の報告

9. 結論のまとめ方

10. 文献リスト

11. 論文初稿の提出

12. タイトルの付け方

13. 引用の書き方

14. 論文構成への助言

15. 全体総括

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況(20%)、2回の中間レポート（40％）、最終試験（プレゼンテーションおよびレポート 40%)によっ

て評価する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文の執筆と発表

到達目標：博士論文の完成.

それぞれのテーマでの研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文を完成

させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研究指導6に至る ステップが設定され

ている。 第3年次においては、ひたすら、博士学位論文の完成をめざす。それまでの作業論文、投稿論文、調査集計

結 果などを基礎として、指導教授および副指導教授の個人指導のもとに進められる。「博士学位論文作成要領」 は

『大学院要覧』に掲載されているとおりである。現実の論文作成過程は、「社会学研究法」や「学術論文の書 き

方」などに書かれているマニュアル通りに進められるとは限らず、この段階においても、研究の各ステップの 往復

を繰り返すことも稀ではない。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外部との研究交流をは かることに

も引き続いて努力する。 課程博士論文の提出締切りは、例年1月中旬に設定されており、その時期までに提出できれ

ば、2月中旬に予 定されている大学院社会学研究科博士論文公聴会において報告し批判を受け、審査委員会による審

査を経 て、3月には博士課程修了となる。

授業概要 博士論文の執筆を実際に行いながら助言し論文作成をサポートする。

30 授業形態 演習 exercises

年次 3年 開講期 2022年度春学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅴ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１ 978-099645604

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 教・出版社名2



教・著者名１ 　E.M.フィリップス 教・ＩＳＢＮ１ 　978-4815809232

教科書

教・書籍名１ 　博士号のとり方 教・出版社名１ 　名古屋大学出版会

オフィスアワー 　火曜４限（15：10～16：40）に研究室（9309）にて実施する。

授業計画 担当者

　1..オリエンテーション：倫理教育（研究倫理に基づく責任ある研究活）

　2.博士論文指導

　3.博士論文指導

　4.博士論文指導

　5.博士論文指導

　6.博士論文指導

　7.博士論文指導

　8.博士論文指導

　9.博士論文指導

　10.学会発表プレゼン

　11.学会発表プレゼン

　12.博士論文指導

　13.博士論文指導

　14.副査の前でのプレゼン

　15.最終チェック

　16.定期試験

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

　赤坂

課題や試験のフィード

バック方法

　課題や質問はメールで教員に送る。教員は回答・コメントをつけて学生に返送する。疑問・反論がある場合、で

きるだけ早く教員に返送すること。教員はそれに対してリプライする。

履修条件・注意事項
　研究実績を積み重ねておくこと。何らかの事情で博士論文の執筆が遅れている場合、今後の研究計画を立ててお

くこと。

事前学習・事後学習とそ

の時間

　何の準備もなしに授業に出席するは考えられないが、改めて記しておく。授業の際には「必ず何らかの研究成

果」を持参すること。学期中、予習と復習には各2時間程度を要する。場合によって毎日８時間程度の学修が必要と

なる。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
　口頭試験（100％）によって評価する。評価の過程と結果を公表し、なぜそのような評価になったのかを説明する

ので、納得がいかない場合には申し出ること。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

４．質の高い教育をみんなに／１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

　テーマ

　大学院博士後期課程の最終指導である。テーマは学生の博士論文作成指導に尽きる。常人が一気呵成に博士論文

を執筆することはできない。多くの学生が、小さなテーマに関する論文執筆を積み重ね。最後にこれを一つに編集

しているはずだ。この授業においても学生がこれまでに執筆した複数の論文を一つにまとめ博士論文となるよう指

導する。

　到達目標

　目標は博士論文の執筆と博士号の取得である。これまで学生は研究テーマを定め、研究計画に従って調査研究、

学会発表、論文執筆を進めてきたはずである。複数の論文をまとめて博士論文とし、場合によって出版することに

なるが、その経験は今後、研究者として書籍を刊行する訓練となる。

授業概要

　具体的な内容は定めない。あくまで博士論文準備中の学生指導に徹する。全体を構成する諸論文については、そ

れらを執筆・公表する際、様々な修正を施しているはずだ。この授業では論文全体としての論理的整合性や、論証

の成否、ストーリーライン（マクロな整合性）、新しさ、独創性などを中心に推敲を重ねる。

　30 授業形態 　演習

年次 3年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 　選択 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅵ （大学院授業） 担当者 赤坂　真人

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 参・出版社名１

参・著者名１ 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・書籍名２ 　 教・出版社名2



教科書

教・書籍名１ 研究ﾃｰﾏに応じて、予習ができるように講義時に参考書・資料などを適宜紹介・配布

する。

教・出版社名１

オフィスアワー 研究室(9号館、9412)、春は月曜日3時限(13:30-15:00)、秋は月曜日2時限(11:10-12:40)。

授業計画 担当者

1.ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・研究倫理の指導

2.論文の報告、討論、修正(各人)

3.論文の報告、討論、修正(各人)

4.論文の報告、討論、修正(各人)

5.論文の報告、討論、修正(各人)

6.論文の報告、討論、修正(各人)

7.論文執筆の１次完了、修正(各人)

8.論文執筆の１次完了、修正(各人)

9.論文の中間確認と修正(各人)

10.論文の中間確認と修正(各人)

11.論文の中間確認と修正(各人)

12.論文の中間確認と修正(各人)

13.論文の最終確認と編集(各人)

14.博士論文の完成と成果発表正(各人)

15.博士論文の完成と成果発表(各人)

16.全体のまとめと試験

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

姜

課題や試験のフィード

バック方法
授業時間とオフィスアワーを利用してフィードバックを行う。

履修条件・注意事項
大学院は少人数の授業であるので、問題意識を持つと共に、しっかり予習をし、出席して積極的な姿勢で討論に参

加すること。また、復習をすること。ﾒｰﾙ、携帯電話、私語、無断退室、無断欠席は厳禁。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回討論に参加するために予習の徹底(毎回２時間)と講義後に復習(毎回２時間)をすること。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／ディベート／プレゼンテーション

評価方法と割合 プレゼンテーション、発表内容と討論への姿勢など(40%)、論文の完成度(60%)によって総合的に評価。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

８．働きがいも経済成長も／９．産業と技術革新の基盤をつくろう／１２．つくる責任・つかう責任／１７．パー

トナーシップで目標を達成しよう

到達目標

「論文の書き方の理解」がテーマである。到達目標は、質が高い博士論文の作成に取り組む。博士論文の研究を行

うために必要な文献、資料の収集、先行研究の精査・分析の方法、文章のまとめ方、発表のﾉｳｰﾊｳ、論理的思考力、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力などの養成を目標にする。

授業概要

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博士論文

を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、研究指導Ⅰから研究指導Ⅵに至るｽﾃｯﾌﾟが設定されている。

　第3年次においては、ひたすら、博士論文の完成をめざす。それまでの作業論文、投稿論文、調査集計結果などを

基礎として、指導教授および副指導教授の個人指導のもとに進められる。「博士学位論文作成要領」は、『大学院

要覧』に掲載されている。現実の研究過程は、社会学研究法に書かれているようなﾏﾆｭｱﾙ通りに進められとは限ら

ず、この段階においても、研究の各ｽﾃｯﾌﾟの往復を繰り返すことも希ではない。

　過程博士論文の締め切りは、例年1月中旬に設定されており、その時期までに提出できれば、2月中旬に予定され

ている大学院社会学研究科博士論文審査会において報告して批判とともに審査をうける。審査委員会(3名)による審

査を経て、3月には博士課程修了となる。

30 授業形態 演習

年次 3年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必須 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅵ （大学院授業） 担当者 姜　明求

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１ 評価される博士・修士卒業論文の書き方、考え方 参・出版社名１ 同文館

参・著者名１ 新堀　　聴 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ 教・ＩＳＢＮ１

教・書籍名２ 教・出版社名2



教科書

教・書籍名１ From Topic to Defense: Writing a Quality Social Science Dissertation in 18

Months or Less

教・出版社名１ Helpful Little Books

オフィスアワー 12:45-13:30 Tuesdays (classroom).

授業計画 担当者

1. 授業の概要説明・研究倫理教育

2. 学術論文の検索

3. 学術論文の収集

4. 学術論文の読解

5. 学術論文の解釈

6. 学術論文についての論考

7. 中間まとめ（中間レポート）

8. 学術論文のレビュー執筆に向けて

9. 学術論文のレビューの目的

10. 学術論文のレビュー：批判的読解

11. 学術論文のレビュー：筆者の視点

12. 学術論文のレビューの意義

13. 学術論文のレビューの役割

14. 学術論文のレビュー：論文執筆

15. 全体総括

16. 最終試験

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

Merviö

課題や試験のフィード

バック方法
評価のために実施した課題等については、授業およびメール等によってフィードバックする。

履修条件・注意事項 社会学研究指導1から社会学研究指導6（各2単位）に至る合計12単位は必修である。

事前学習・事後学習とそ

の時間
毎回授業で予習(30時間)と復習(30時間)をするための課題を指示する。

アクティブラーニングの

内容
ディスカッション／プレゼンテーション

評価方法と割合
授業への参加状況　(20%), 中間レポート（40%), 最終試験（プレゼンテーションおよびレポート40%)によって評価

する。

ルーブリック評価

ＳＤＧｓ関連項目

１０．人や国の不平等をなくそう／１６．平和と公正をすべての人に

到達目標

テーマ： 博士論文の執筆

到達目標： 博士論文の執筆のための手法や文献レビューの技能を修得する。

それぞれの専攻分野において研究を発展させ、研究者として自立できる能力を獲得し、博士課程在学中に博

士論文を完成させることをめざして、指導教授を中心にして、社会学研究指導1から社会学研究指導6に至る ステッ

プが設定されている。 第2年次においては、内外の関連文献を読み進め、文献資料・統計資料を可能な限り収集・分

析して、研究課 題の焦点を絞っていく。必要に応じて、事例調査やフィールドワークなどを試みる。専門分野にお

ける資料の探 し方、文献・資料の読み方、社会調査の企画とデザイン、研究目的に合わせたデータ解析の方法など

につい て、具体的に指導をうける。研究課題が絞られていく過程において、場合によっては、研究方向をやや転換

させ る必要が生まれるかもしれない。専門分野の学会や研究会にも積極的に参加して、外部との研究交流をはか る

ことにも引き続いて努力する。 研究の成果は、年度内に作業論文としてまとめ、1月下旬に予定されている大学院社

会学研究科博士課程発 表会において報告して、批判をうける。その上で、レフリー審査制をとる学術雑誌（専門学

会誌など）に投稿す ることを期待する。博士課程在学中に、少なくとも論文1篇が採択・掲載されることを期待す

る。

授業概要 研究文献の精読、批判的読解の演習を中心とする。

30 授業形態 演習

年次 3年 開講期 2022年度秋学期 曜日・時限 集中講義

必修・選択 必修 単位数 2単位 時間数

授業科目名 社会学研究指導Ⅵ （大学院授業） 担当者 メルヴィオ、ミカ･マルクス

配当学科・研究科
 2011～ 2022年度 吉備国際大学 大学院 社会学研究科

社会学博士3年
ナンバリング



参・書籍名２ 参・出版社名2

参・著者名2 参・ＩＳＢＮ2

参・書籍名１
Getting the Best of Your Dissertation: Practical Perspectives for Effective

Research
参・出版社名１ Thought Clearing

参・著者名１ Harris, D. 参・ＩＳＢＮ１

教・著者名2 教・ＩＳＢＮ2

参考書

教・著者名１ O'reilly, A. E. et al. 教・ＩＳＢＮ１ 978-1499604139

教・書籍名２ 教・出版社名2


